
明治5年(1872)

10月1日
千音寺行雲寺内
に謙慎義黌を創
立

長禅寺に移転
千音寺学校と改
称

9月 素誠学校
を創設

9月 法然寺内に
戸田学校（第五
中学校区内第十
二小学校）を創
立

教室不足のた
め、戸田・清水伊
兵衛宅に生徒を
移す

3月 児童数増加
のため、富永学
校を分立

万場小
学校

(万場学
校)

高尚学校を創設
10月 万場学校を
創設

長須賀
小学校

(前田学
校)

静和学校を創設

明治6年(1873) 明治9年(1876) 明治10年(1877)

富田中学校

各
学
校
沿
革

千音寺小学校

戸田小学校

豊治小学校



明治11年(1878) 明治13年(1880)
明治18年

(1885)7月19日
明治20年(1887)

明治24年(1891)10
月28日

赤星浦に校舎を
新設

濃尾大震災で校
舎が倒壊。長禅寺
を仮校舎とする

5月9日
戸田四番屋敷に
校舎を新築・開
校

戸田尋常小学校と
改称

濃尾大震災で校
舎が全壊

10月 戸田学校
から分離

11月 包里の民
家に仮校舎を設
置

前田学校を合併。
名勝はそのまま万
場学校

濃尾大震災で校
舎が全壊するが、
24年中に新築

前田学校を創設
9月18日
新校舎竣工し、
開校式を挙行

学制改革により前
田学校を廃校。万
場学校に編入（分
教場として存続）

濃尾大震災で校
舎が半壊

明治12年(1879) 明治24年(1891)

長須賀堤防決壊
で水害にあう



明治26年(1893) 明治29年(1896) 明治31年(1898) 明治34年(1901) 明治35年(1902) 明治37年(1904)

4月 赤星尋常小
学校と改称し、
校舎を新築

10月 豊治尋常
小学校が分立

校舎を改築

10月 豊治尋常
小学校分立

12月 校舎を新築 校舎を改築

8月
万場学校から分
離し、前田尋常
小学校と改称

9月13日
新校舎竣工。落
成式を挙行

蟹江高等小学校
分校として、千音
寺に「赤星第一
分教場」を設置

分教場を組合立
として「赤星高等
小学校」を設置

明治25年(1892)

9月9日
鎌須賀堤防が決
壊し大被害を受
ける
(庄内川大水害)



明治41年(1908) 明治42年(1909) 大正元年(1912)

2月28日
千音寺尋常小学校と改
称

運動場を拡張
5月31日 新校舎
竣工

義務教育延長の
ため一部児童を
服部次郎宅へ収
容

2月28日
包里尋常小学校と改
称。児童数増加のため、
富永・江松に仮教場を設
置

8月 豊治尋常小
学校と改称し、
富永・江松の児
童も本校へ収容

10月 校地の拡
張、校舎増築を
実施

長須賀小学校
（万場仮教場）

長須賀小学校
（前田仮教場）

組合立のまま「富田高等
小学校」と改名

3月30日　富田高等
小学校設立認可。4
月1日戸田に仮校舎
を設け、独立開校

9月22日　暴風雨の
ため、仮校舎が傾き
臨時休校。9月26日
仮校舎を春田へ移
転

両校を統合して長須賀
を新築指定地に決定。
　しかし、万場・前田両
校の複雑な関係から校
舎が新築されず、各校
は両仮教場に分かれた
まま存続

明治40年(1907) 明治43年(1910)



大正2年(1913) 大正3年(1914) 大正4年(1915) 大正6年(1917) 大正8年(1919) 昭和2年(1927) 昭和10年(1935)
昭和16年(1941)

4月1日
昭和20年(1925)

11月20日
校舎の新改築を
行い、学校整備
が完了

千音寺国民学校
と改称

4月 老朽化のため校
舎を新築移転（戸田
吉金10番地）

7月 運動場を拡
張

戸田国民学校と
改称

豊治国民学校と
改称

3月12日
空襲のため全焼

4月2日　仮校舎
を一部移転。
10月20日　新築
校舎が落成し移
転

入学児童増加の
ため、村議会で
校舎増築を議決
（翌5年1月竣工）

4月1日　村立富田農
業補習学校を併設。
農舎一棟、家禽舎一
棟を新築併置

4月22日　富田農
業補習学校を廃
止

村立富田青年学
校を併設

長須賀国民学校
と改称


